
ょ
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-
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マ

l
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I

y
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一
新
聞
事
業
に
関
J
,
9
立
よ
り
概
観

ニ
＾
．
つ
り
憲
法
院
判
決

三
判
決
に
み
ら
れ
る
進
展

結
び
に
代
え
て

矢

フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
判
決
の
進
展

新
聞
事
業
の
集
中
排
除
に
関
す
る
二
判
決
を
中
心
に

口

一
九
七

俊

昭

7
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こ。t
 

合
応
性
判
断
の
方
法
も
含
め
、

近
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
新
聞
事
業
に
対
す
る
規
制
、
す
な
わ
ち
新
聞
事
業
の
集
中
排
除
を
め
ざ
す
立
法
が
立
続
け
に
制
定
さ
れ
た
。

新
聞
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
種
々
議
論
は
あ
っ
た
が
、
新
立
法
に
ま
で
は
な
か
な
か
到
達
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

と
も
に
、

成
立
し
た
左
翼
政
権
が
一
九
八
四
年
に
抜
本
的
な
新
聞
事
業
に
対
す
る
規
制
立
法
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
八
六
年
新
ら
た
な
規
制
法
が
成
立
を
み
た
。
さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
前
示
法
律
を
補

八
四
年
法
の
見
直
し
が
は
じ
ま
り
、

完
す
る
法
律
も
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
憲
法
院
は
そ
れ
ら
の
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
た
め
に
二
度
関
与
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
ポ
八
四
年
法

で
も
な
い
。

こ
の
展
開
の
萌
芽
に
つ
き

こ
の
二
件
の
判
決
、
特
に
前
者
の
判
決
に
は
憲
法
院
判
決
の
展
開
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
と
思
わ

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
樋
口
教
授
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
論
文
が
あ
る
。
本
稿
も
多
く
の
教
示
を
そ
こ
か
ら
受
け
た
こ
と
は
言
う
ま

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
慮
法
裁
判
」
と
い
う
論
稿
で
、

由
に
つ
い
て
の
階
統
化
へ
の
新
ら
た
な
展
開
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
、
甚
だ
簡
単
な
が
ら
、
指
摘
し
た
。

い
ま
少
し
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
性
を
前
ポ
論
稿
の
脱
稿
以
来
感
じ
て
い
た
。
筆
者
が
本
稿
で
論
じ
よ
う

と
す
る
観
点
は
、
前
示
樋
口
教
授
の
論
文
と
相
当
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
、
素
材
は
共
通
だ
が
、
稿
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

れ
る
判
示
が
少
な
く
な
い
。

お
よ
び
八
六
年
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。

は

じ

め

に

一
九
八
四
年
判
決
に
は
権
利
・
自

一
九
八
六
年
の
政
権
交
代
と

一
九
八
一
年
に

一
九
八

7-3•4-586 (香法'88)



フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関するこ判決を中心に一（矢fI) 

年
人
権
宣
言
一

を
全
体
的
に
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、

一
九
九

と
り
敢
え
ず
は
一
九
八
四
年
法
の
沿
革
を
知
れ
ば
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
条
の
趣
旨
を
具
体
化
し
た
と
い
わ
れ
る
、
出
版
に
関
す
る
一
八
八
一
年
七
月
二
九
日
法
か
ら
み
て
い
け
ば
十
分
と
思
わ

一
般
に
、

一
七
八
九

新
聞
事
業
に
対
す
る
規
制
の
歴
史
も
、
古
く
は
、

(
2
)
 

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
種
の
立
法
史

日

前

史

の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

業
の
規
制
に
お
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
す
る
憲
法
院
の
判
決
を
検
討
す
る
本
稿
で
は
、

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
事
業
の
自
由
は
新
聞
の
自
由
の
一
っ
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
新
聞
事
業
の
自
由
は
新
聞
の
自
由

(la
l
i
b
e
r
t
e
 d
e
 la p
r
e
s
s
e
)
 

そ
の
活
動
お
よ
び
そ
れ
に
関
係
す
る
人
の
多
種
多
様
性
か
ら
、
広
義
に
理
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

こ
の
自
由
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
、
新
聞
事
業
の
自
由
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
由
、
付
加
的
活
動
の
自
由
お
よ
び
助
成
さ
れ
る
自
由
の
四
つ
を
挙
げ
る
。

一
般
に
、

ヽ

新
聞
事
業
に
関
す
る
立
法
の
概
観

(
l
)
樋
口
陽
↓
「
：
つ
の
占
畠
m
』
、
ま
た
は
『
公
正
』
の
代
償
ー
＾
九
八
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
新
聞
法
制
を
素
材
と
し
て
ー
」
慮
法
と
行
政
法
（
小
嶋
和
司
博

じ
束
北
大
学
退
職
記
念
）
五
．
八
貞
ー
五
一

1

一
七
貞
(
-
九
八
七
年
）
。
こ
れ
は
、
国
家
か
ら
の
自
由
と
国
家
に
よ
る
自
由
の
：
つ
の
自
由
の
問
題
を
フ
ラ

ン
ス
の
新
聞
事
業
に
関
す
る
法
お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
憲
法
院
の
判
決
を
通
し
て
提
ポ
し
、
そ
れ
を
わ
が
国
の
問
題
状
況
と
対
照
し
、
さ
ら
に
こ
つ
の

自
由
の
対
抗
関
係
を
法
・
政
冶
思
想
の
領
域
で
展
開
す
る
と
い
う
大
変
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
論
文
で
あ
る
。

(
2
)
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
屯
法
裁
判
L

芦
部
信
喜
編
慮
法
訴
訟
講
座
第
＾
巻
・
四
五
貞
ー
／
七
七
頁
(

1

九
八
七
）リ

ヴ
ェ
ロ
教
授
は
、

一
九
八
四
年
お
よ
び
一
九
八
六
年
の
二
法
は
そ
の
中
心
を
新
聞
事

ま
ず
、

そ
れ
ら
の
法
律
の
内
容
を
概
観
し
て
お
く

に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
新
聞
の
自
由
は
、

7 -3・4 --587 (香法'88)



あ
っ
た
、

ド
ナ
ン
ス
の
最
大
の
欠
陥
は
行
効
に
働
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
企
業
や
会
社
の
法
的
・
経
済
的
実
態
に
オ
ル

ト
ナ
ン
ス
が
適
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
お
よ
び
理
論
的
に
は
厳
し
い
が
が
明
確
で
か
つ
複
雑
な
規
定
で
規
制
を
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
に

る

)

）

し

と

し

j
オ

こ
の
よ
う
に
、

／
几
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
は
、

U
n
 journal) 
の
原
則
が
採
用
さ
れ
た
。

っ
て
、

張
り
の
館
〉

(
m
a
i
s
o
n
d
e
 verre) 

の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

し
か
し
、

本
法
は
、
既
に
そ
の
多
く
の
諸
規
定
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
法
の
基
礎
と
い
わ
れ
る
。
意
見
の
自
由

と
自
由
な
出
版
の
権
利
を
保
障
す
る
本
法
は
、

自
由
で
あ
る
」

れ
る
。

後
に
み
る
法
律
に
取
り
人
れ
ら
れ
た
規
制
が
多
く
み
ら
れ
る
。

し
か
しヽ

本
オ
ル

二
紙
」
（
U
n
h
o
m
m
e
 

そ
れ
ま
で
の
政
府
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
い
戦
い
を
終
結
さ
せ
た
。

特
色
は
新
聞
の
独
立
を
侵
ず
恐
れ
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
圧
力
か
ら
新
聞
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

と
規
定
し
、
新
聞
や
定
期
出
版
物
も
、
公
刊
の
地
の
検
事
局
へ
の
印
紙
貼
付
の
旨
の
届
出
を
除
く
、

な
し
に
公
刊
で
き
る
、
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
か
ら
の
自
由
の
原
則
は
第
ご
一
共
和
制
初
期
の
自
由
主
義
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
法
で
は
新
間
事
業
に
関
す
る
規
制
は
全
く
若
慮
の
外
に
あ
っ
た
。

こ
の
法
の
最
大
の

そ
の
第
一
条
で
は
「
印
刷
と
出
版
は

こ
十
世
紀
と
と
も
に
、
技
術
革
新
並
び
に
新
聞
事
業
の
集
中
が
登
場
し
、
新
ら
た
な
規
制
、
特
に
新
聞
事
業
に
つ
い
て
の
法

1

九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
制
定
を
み
る
。
本
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
新
聞
事
業
を
《
ガ
ラ
ス

に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
権
に
基
づ
く
秘
密
裡
の
影
粋
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

そ
れ
に
は
透
明
性

(transparence)

こ
‘
)

し
t
ヵ

に
つ
い
て
の
多
く
の
諸
規
定
が
含
ま
れ
る
。
名
板
貸
し
の
禁
止
、
株
式
の
記
名
性
、
新
間

巾
業
の
所
有
者
お
よ
び
法
的
ま
た
は
事
実
上
の
管
理
者
の
氏
名
存
の
公
開
、
並
び
に
毎
年
度
の
経
営
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
の
公
開
な
ど
、

後
の
法
律
に
よ
っ
て
引
き
つ
が
れ
た
多
く
の
諸
規
定
が
存
し
た
。
ま
た
、
多
応
性
の
確
保
に
関
し
て
も
「
．
人
、

い
か
な
る
事
前
許
可

―1
0
0
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フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関する．．判決を中心に一（矢IJ) 

前
者
の
目
的
の
た
め
に
、
本
法
は
、

又
は
発
行
す
る
自
然
人
又
は
法
人
な
ど
を
い
う
。

本
払
ー
「
新
聞
事
業
の
集
中
を
制
限
し
、
か
つ
、
そ
の
財
政
上
の
透
明
性
お
よ
び
そ
の
多
元
性
を
確
保
す
る
た
め
の
法
律
」
が
そ
の
正

式
名
称
で
あ
る
ー
制
定
の
背
景
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
要
素
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
錯
綜
し
た
要
素
の
た
め
に
、
本
法
ほ
ど
成
立
ま
で
に
時

間
を
費
や
し
た
も
の
は
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。

エ
ル
サ
ン
氏
と
い
う
新
聞
じ
の
存
在
が
あ
る
。
彼
は
保
守
系
の
国
民
議
会
議
員
で
も
あ
り
、

1

九
八
四
年
甘
時
で
、
全
国
紙
：
細
紙
と
地
方
紙
＾
五
紙
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
↓
定
の
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
新
聞

業
の
集
中
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
法
の
制
定
の
動
き
は
こ
の
種
の
独
占
グ
ル
ー
プ
の
解
体
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
り
、
そ

の
こ
と
が
、
前
示
事
情
か
ら
、
左
翼
政
権
と
保
守
派
の
厳
し
い
対
立
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
り
、

議
会
議
員
の
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
、

さ
ら
に
、

二

0

そ
れ
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
各
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
に
対
し
て
一
定
の
配
慮
を
払
わ
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
事
情
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
要
素
が
か
さ
な
り
、
本
法
は
ま
れ
に
み
る
難
産
の
結
果
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
示
の
よ
う
な
政
治
的
要
素
だ
け
を
あ
ま
り
に
過
大
視
す
る
こ
と
も
正
当
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
新
聞
事
業
の
集
中

化
傾
向
に
対
し
て
一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
も
つ
欠
陥
、

す
な
わ
ち
、
社
会
・
経
済
状
態
に
適
応
し
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
オ
ル
ド

ナ
ン
ス
の
規
定
自
体
か
ら
く
る
非
適
用
性
に
も
本
法
制
定
の
原
因
を
み
る
こ
と
は
で
き
る
。

＿
九
八
四
年
法
は
、
前
示
の
名
称
通
り
、
新
聞
事
業
体
の
財
政
上
の
透
明
性
と
多
元
性
の
確
保
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
、
新
聞

事
業
体
と
い
う
の
は
、
定
期
的
に
少
な
く
と
も
月
一
回
刊
行
さ
れ
る
政
治
的
・
一
般
的
情
報
に
関
す
る
出
版
物
を
一
又
は
二
以
上
編
集
し

一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
含
ま
れ
た
諸
規
定
の
多
く
を
再
び
採
用
し
て
い
る
。

彼
の
グ
ル
ー
プ
は
、

り
改
正
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、

そ
も
そ
も
、

本
法
の
制
定
り
直
接
的
端
緒
は
．
几
八
．
年
い
ミ
ヅ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
誕
生
に
あ
る
。

(
6
)
 

↓
九
八
四
年
―

0
月
．
：
日
法
律

マ
ス
ク
レ
教

一
九
八
六
年
の
春
に
は
国
民

彼
の
政
策
提
は
い

q

つ
に
新
聞
法
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二

0
ニ

授
に
よ
れ
ば
、
本
法
の
「
透
明
性
に
関
す
る
諸
規
定
は
ー
経
験
に
よ
る
の
だ
が
1

一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
そ
れ
よ
り
明
確
で
か
つ

(
9
)
 

よ
り
適
確
な
全
体
を
構
成
し
て
い
る
。
」

ま
ず
、
新
聞
事
業
体
の
所
有
者
あ
る
い
は
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
名
板
貸
し
の

禁
止
お
よ
び
株
式
の
記
名
性
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
記
名
性
に
つ
い
て
は
、
詳
細
で
、
新
聞
事
業
体
の
資
本
、
株
式
お
よ
び
議
決
権
の
少

な
く
と
も
二

0
％
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
会
社
の
株
式
の
記
名
性
が
課
さ
れ
る
と
同
時
に
そ
の
閲
覧
が
一
定
の
者
に
許
さ
れ
る
。

当
該
新
聞
事
業
体
の
株
式
の
記
名
性
等
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

つ
ぎ
に
、
新
聞
事
業
体
に
関
す
る
種
々
の
情
報
の
公
開
も
透
明
性
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
種
の
規
定
は
若
干
複
雑
で
あ
る
。

第
一
に
、
読
者
に
公
開
さ
れ
る
も
の
か
ら
み
て
い
く
と
、
全
て
の
新
聞
事
業
体
は
そ
の
定
期
的
出
版
物
の
各
号
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を

報
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
当
該
事
業
体
が
法
人
格
を
も
た
な
い
場
合
、
所
有
者
又
は
共
同
所
有
者
で
あ
る
自
然
人
の
氏
名
、
②
法

人
格
を
持
つ
場
合
、
そ
の
形
態
、
存
続
期
間
、
名
称
又
は
商
号
、
所
在
地
、
資
本
金
の
額
並
び
に
法
定
代
表
者
お
よ
び
主
要
な
社
員
ご
名

の
氏
名
、
③
発
行
人
お
よ
び
編
集
責
任
者
の
氏
名
、
④
発
行
部
数
。
出
版
物
の
各
号
で
は
な
く
、
一
年
に
一
度
九
月
期
に
掲
載
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
前
年
の
平
均
発
行
部
数
、
平
均
販
布
部
数
、
経
営
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
管
理
者
の
氏
名
等
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
定
期
で
は
な
い
が
、
新
聞
事
業
体
の
資
本
等
の
少
な
く
と
も
二

0
％
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
株
式
等
の

＾
ヶ
月
以
内
に
そ
の
旨
を
当
該
事
業
体
の
発
行
す
る
一
ま
た
は
二
の
出
版
物
に
広
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
「
新
聞
の
透
明
性
お
よ
び
多
元
性
の
た
め
の
委
員
会
」
（
以
下
、
単
に
委
員
会
と
い
う
）
に
通
知
す
べ
き
事
項
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
①
刈
該
事
業
体
の
所
有
者
の
氏
名
並
び
に
上
位
―

1
0名
の
株
、
E
又
は
持
分
保
有
者
の
リ
ス
ト
お
よ
び
株
式
ま
た
は
持
分
の
数
②
管

理
者
ま
た
は
管
理
・
経
営
機
関
の
構
成
員
の
氏
名
③
出
資
者
総
会
の
記
録
①
―
つ
の
新
聞
事
業
体
の
資
本
ま
た
は
議
決
権
の
二

0
%

(10) 

を
、
直
接
で
あ
れ
間
接
で
あ
れ
、
保
有
す
る
人
か
ら
の
株
式
の
取
得
又
は
譲
渡
⑤
新
聞
の
紙
名
の
譲
渡
の
場
合
に
は
そ
の
旨
と
受
領
者

譲
渡
は
、

7 -3・4 -590 (香法'88)
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い
と
さ
れ
る
。

後
者
の
目
的
、
す
な
わ
ち
多
元
性
の
確
保
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
そ
の
適
用
範
囲
が
、
透
明
性
の
諸
規
定
の
場
合
と
異
な
り
、
政
治
的
・

(12) 

＾
般
的
情
報
を
掲
載
す
る
日
刊
紙
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
規
制
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

他
の
団
体
で
あ
れ
、
ひ
と
り
の
者
が
所
有
ま
た
支
配
で
き
る
限
界
を
定
め
た
こ
と
で
あ
り
、

第
/
の
規
制
は
非
常
に
詳
細
、
複
雑
で
あ
る
。
三
つ
の
場
合
が
存
す
る
。
①
全
国
紙
に
つ
い
て
は
、
人
は
、
二
以
上
の
日
刊
紙
を
、
そ

の
販
布

(diffusion)
部
数
の
全
部
が
同
種
の
日
刊
全
国
紙
全
体
の
販
布
部
数
の
一
五
％
を
越
え
な
い
限
り
、
所
有
し
ま
た
は
支
配
で
き

る
。
②
地
方
紙
に
関
し
て
も
、
同
様
に
、
一
五
％
の
限
界
が
定
め
ら
れ
る
。
③
一
ま
た
二
以
上
の
日
刊
全
国
紙
お
よ
び
地
方
紙
の
両
方
を

人
が
所
有
ま
た
は
支
配
で
き
る
の
は
、
当
該
日
刊
全
国
紙
の
販
布
部
数
の
合
計
が
同
種
の
全
国
紙
全
体
の
販
布
部
数
の
一

0
％
を
越
え
ず
、

ま
た
当
該
地
方
紙
の
販
布
部
数
の
合
計
が
同
地
域
の
地
方
紙
全
体
の
販
布
部
数
の
一

0
％
を
越
え
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
各
上
限
の
算

定
は
当
該
所
有
権
ま
た
は
支
配
権
の
取
得
の
月
の
前
月
以
前
―
ニ
ケ
月
か
ら
な
る
同
一
の
期
間
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
算
定
方
法
は
、

本
法
公
布
時
の
現
状
を
規
制
す
る
場
合
に
も
同
じ
と
す
る
規
定
が
あ
っ
た
が
、

こ。t
 

t
 

さ

i

一
定
程
度
の
資
本
等
の
保
有
者
は
、
支
配
お
よ
び
資
金
調
達
に
関
し
て
、
委
員
会
の
要
求
に
対
し
情
報
提
供

さ
ら
に
、
新
聞
事
業
体
の
所
有
権
ま
た
は
支
配
権
を
譲
渡
し
ま
た
は
取
得
す
る
者
は
、

第
一
一
の
新
聞
事
業
体
の
組
織
に
関
す
る
規
制
と
し
て
、

日
刊
紙
全
て
に
職
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
な
る
固
有
の
常
設
編
集
局
の
設
置

を
義
務
づ
け
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
編
集
局
は
当
該
日
刊
紙
の
理
念
の
自
律
性
を
保
証
す
る
に
足
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

員
会
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
も
の
で
あ
る
。

の
氏
名
で
あ
る
。
他
に
も
、

(11) 

義
務
を
負
う
。

二

0

そ
の
規
定
は
憲
法
院
に
よ
る
違
憲
の
判
断
に
基
づ
き
削
除

そ
の
取
引
の
前
に
、

そ
の
旨
を
前
示
委

い
ま
．
つ
は
新
聞
事
業
内
部
の
組
織
に
関
す

―
つ
は
、
自
然
人
で
あ
れ
法
人
そ
の

7 - 3•4 -591 (香法'88)



に
み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

考
え
方
の
相
異
で
あ
る
。

ま
た
、

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
八
四
年
払
は
、
慮
法
院
の
違
慮
判
決
を
う
け
、

そ
の
違
古
と
さ
れ
た
部
分
を
除
い
て
、
公
布
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

îL
四
四
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
相
崎
部
分
を
残
存
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
法
状
況
が
不
明
確
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

八
六
年
法
に
よ
っ
て
も
結
局
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
様
に
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
意
図
と

し
て
は
、
多
元
性
の
確
保
を
新
間
事
業
に
対
す
る
国
の
経
済
的
補
助
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
ら
み
ら
れ
る
が
、
結
局
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

八
六
年
法
も
八
四
年
法
と
規
制
の
大
筋
に
お
い
て
は
二
奴
し
て
い
る
い
で
、

況
の
明
確
化
の
要
請
は
、

後
述
の
よ
う
に
、

八
四
年
法
と
比
較
し
な
が
ら
、

八
六
年
法
い
内
容
を
簡
巾

こ
の
種
の
、
E
張
も
相
％
以
伯

こ
の
法
状

き
が
中
ー
然
存
す
る
。

そ
し
て
、

(16) 

か
か
る
改
正
の
背
景
に
は
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
八
四
年
法
に
反
対
す
る
党
派
が
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
見
直
し
い
動

こ
の
動
き
を
指
導
す
る
の
は
、
前
法
の
介
人
、
E
義
に
対
す
る
自
由
主
義
の
復
活
と
い
う
新
間
に
つ
い
て
の

よ
り
；
般
的
に
は
、
新
聞
事
業
を
規
制
す
る
法
状
況
の
不
明
確
性
の
克
服
と
い
う
必
要
性
も
存
し
だ
と

で
あ
る
。

と
政
権
交
代
が
な
さ
れ
る
。

こ、
’’ 

こ
こ

要
な
権
限
が
委
員
会
に
付
与
さ
れ
て
い
た
が
、

L
J
 

(
1、

／
九
八
六
年
八
月

1

日
法
律

一
般
的
に
情
報
収
集
、
資
料
閲
覧
お
よ
び
立
入
検
査
等
に
及
ぶ
。

こ
れ
は
憲
法
院
の
違
芯
判
決
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

¥
J
 

／
几
八
四
年
法
が
施
行
さ
れ
て
ご
年
足
ら
ず
の

1

九
八
六
年
三
月
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
社
会
党
政
権
か
ら
保
守
政
権
へ

八
四
年
法
に
変
る
新
法
の
制
定
が
日
程
に
の
ぼ
り
、
約
四
ヶ
月
後
に
制
定
を
み
た
の
が
八
六
年
法

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

で
あ
る
。
本
委
員
会
の
権
限
は
、
前
述
の
も
の
以
外
に
、

い
ま
―
つ
重

同
時
に
本
法
施
行
を
監
視
す
る
た
め
の
独
立
委
員
会
を
設
置
し
た
。

以

t
の
よ
う
な
透
明
性
お
よ
び
多
元
性
の
た
め
の
諸
規
制
を
実
効
的
に
す
る
た
め
に
、
本
法
は
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
定
め
る
と

こ
の
委
員
会
が
「
新
聞
の
透
明
性
お
よ
び
多
元
性
の
た
め
の
委
員
会
」

―1
0四
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他
に
も
若
干
の
改
正
が
み
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、

財
政
上
の
透
明
性
に
つ
い
て
の
本
法
の
特
色
は
、
前
二
法
に
比
べ
、

こ
こ
で
は
、
出
版
物
の
定
期
性
に
つ
い
て
の
限
定
を
二
切
認
め
ず
、

二

0
五

そ
の
規
制
の
簡
素
化
と
義
務
の
軽
減
化
に
あ
る
。

透
明

ま
ず
、
適
用
範
囲
に
つ
い
て
だ
が
、
八
六
年
法
は
、
従
来
の
法
に
比
べ
、
そ
の
適
用
範
囲
を
簡
潔
に
定
義
し
、
拡
大
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
定
期
的
な
あ
ら
ゆ
る
出
版
物
、
よ
り
正
確
に
は
か
か
る
出
版
物
を
編
集
、
出
版
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
体
を
そ
の
適
用
範
囲
と
す
る
。

ま
た
出
版
物
の
内
容
に
よ
る
区
分
も
一
切
排
除
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

、

9
,

一
ー

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
を
使
っ
た
相
吐
的
役
務

(
s
e
r
v
i
c
e
s
t
e
l
e
m
a
t
i
q
u
e
s
 interactifs)

に
も
本
法
は
適
用
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
多

元
性
に
関
す
る
諸
規
定
の
適
用
範
囲
は
八
四
年
法
と
同
様
で
あ
る
。

性
の
前
提
で
あ
る
名
板
貸
し
の
禁
止
並
び
に
出
版
物
の
各
号
に
お
い
て
読
者
へ
報
知
さ
れ
る
事
項
と
し
て
の
所
有
者
等
の
氏
名
、
発
行
人

お
よ
び
編
集
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
法
人
格
を
も
つ
場
合
の
法
人
に
つ
い
て
の
種
々
の
情
報
は
本
法
に
お
い
て
も
八
四
年
法
と
基
本
的
に

同
じ
で
あ
る
。
唯
一
、
報
知
事
項
か
ら
除
か
れ
た
の
は
発
行
部
数
で
あ
る
。
ま
た
、
最
大
の
軽
減
は
、
前
法
で
年
に
一
度
読
者
に
公
開
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
前
年
の
平
均
発
行
部
数
以
下
の
諸
事
項
の
掲
載
の
廃
止
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、

―
つ
は
株
式
の
記
名
性
に
つ
い
て
、
前
法
で
は
新
聞
事
業
を
支
配
・
管
理
す
る
会
社
に
も
こ
の
要

請
は
及
ん
だ
が
、
本
法
は
新
聞
事
業
体
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
記
名
性
も
新
聞
事
業
体
に
の
み
課
せ
ら
れ
る
。

は
、
資
本
や
株
式
等
の
譲
渡
や
財
産
等
の
名
義
換
え
の
公
開
の
範
囲
が
変
更
さ
れ
た
。

を
、
同
じ
人
、
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
法
人
が
所
有
、
支
配
ま
た
は
編
集
で
き
な
い
、

し)

ま

つ

八
四
年
法
で
は
、
当
該
新
聞
の
資
本
ま
た
は
株
式

等
の
二

0
％
を
越
え
る
譲
渡
ま
た
は
取
得
は
委
員
会
へ
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
本
法
で
は
そ
の
限
界
を

1
/
3
に
引
き
上
げ
、

そ
の
こ
と
は
直
接
読
者
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
多
元
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
本
法
は
、
前
法
の
詳
細
な
区
分
を
棄
て
、
規
制
の
簡
素
化
と
軽
減
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ

ち
、
政
治
的
・
一
般
的
情
報
を
掲
載
す
る
日
刊
紙
の
全
国
で
の
販
布
部
数
の
三

0
％
を
越
え
た
販
布
部
数
を
も
つ
複
数
の
同
種
の
日
刊
紙

と
す
る
。
本
条
項
は
、
後
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、

7 --3・4 --593 (香法'88)



業
に
関
す
る
立
法
は
明
確
と
な
り
、

九
八
六
年
十
一
月
二
七
日
法
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ほ
ぼ
同
旨
だ
が
規
定
の
仕
方
が
不
十
分
な
条
項
が
憲

法
院
に
よ
っ
て
違
憲
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
多
元
性
の
確
保
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の
自
主
原
則
に
つ
い
て
は
、
本
法
で
は
、

八
四
年
法
で
定
め
ら
れ
た
常
設
の
編
集
局
の
設
置
義
務
は
廃
さ
れ
、
新
聞
事
業
体
の
株
式
の
あ
ら
ゆ
る
譲
渡
が
経
営
あ
る
い
は
管
理
機
関

の
承
認
に
ふ
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
諸
規
制
に
対
す
る
強
制
は
、

と
い
う
の
は
、

八
四
年
法
と
は
異
な
り
、
逆
に
一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
同
様
に
、
本
法
で
は

も
っ
ぱ
ら
司
法
裁
判
官
に
よ
る
罰
則
の
適
用
に
委
ね
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、

以
上
、
新
聞
事
業
の
規
制
に
関
す
る
立
法
状
況
を
簡
単
な
が
ら
み
た
。
結
局
、
後
の
二
つ
の
法
は
い
ず
れ
も
前
法
の
廃
止
を
め
ざ
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
院
の
違
憲
判
決
そ
し
て
そ
の
後
、
当
該
法
の
再
審
議
を
議
会
に
は
か
る
こ
と
な
く
、
違
憲
と
さ
れ
た
条
項
を
除
き
、

八
四
年
法
そ
し
て
八
六
年
法
は
公
布
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
各
前
法
の
一
部
が
有
効
の
ま
ま
残
り
、
不
明
確
で
、
錯
綜
し
た
法
状
況
が
現
出

八
六
年
法
の
公
布
に
よ
り
、
三
つ
の
法
の
混
在
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
、

が
必
要
と
な
る
。
本
法
は
、

八
六
年
法
に
対
す
る
憲
法
院
の
違
憲
判
決
を
十
分
考
慮
し
つ
つ
違
憲
と
さ
れ
た
条
項
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ

り
、
八
六
年
法
を
補
完
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て
完
結
し
た
八
六
年
法
の
有
効
性
に
つ
き
既
に
疑
問
が
呈
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
と
こ
ろ
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
法
の
実
効
性
に
関
し
て
で
あ
る
。
本
法
は
本
法
の
定
め
る
義
務
や
禁
止
の
遵
守
を
、
違
反
の
場
合
に
罰
則
を
適
用

し
た
。 四

小

括

れ
に
類
す
る
機
関
は
排
除
さ
れ
た
。

一
応
の
完
結
を
み
る
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
お
よ
び
八
四
年
法
は
廃
止
さ
れ
、
新
聞
事 （翌

一
九
八
六
年

t
□

月
二
七
日
法

八
四
年
法
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
独
立
行
政
委
員
会
ま
た
は
そ

二

0
六
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フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関する二判決を中心に一（矢LJ)

す
る
こ
と
に
よ
る
司
法
的
統
制
に
委
ね
た
。
こ
れ
は
一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
同
じ
方
式
で
あ
っ
て
、

分
に
機
能
せ
ず
、
実
効
性
に
欠
け
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
。
本
法
に
つ
い
て
も
同
じ
批
判
が
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
。

本
法
に
も
一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
同
様
不
明
確
な
概
念
が
少
な
く
な
い
こ
と
お
よ
び
検
察
の
捜
査
・
訴
追
に
お
け
る
慎
重
さ
と
い

(23} 

う
伝
統
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
制
定
後
未
だ
日
が
浅
く
、
適
用
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
を
注
目
し
よ
う
。

(24) 

最
後
に
、
自
由
な
伝
達
に
関
す
る
↓
九
八
六
年
九
月
三

0
日
法
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
法
に
よ
り
、
新
聞
事
業
に
対
し
て

も
一
定
の
制
限
が
課
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
へ
の
参
加
の
制
限
で
あ
る
。

同
法
に
よ
る
と
、
政
治
的
・
一
般
的
情
報
を
掲
載
す
る
一
ま
た
は
複
数
の
印
刷
日
刊
紙
を
編
集
ま
た
は
支
配
す
る
人
は
、

の
日
刊
紙
が
同
じ
性
質
の
印
刷
日
刊
紙
の
全
国
販
布
部
数
の
二

0
％
以
上
の
販
布
部
数
を
占
め
る
場
合
、

ツ
波
テ
レ
ビ
放
送
、

二

0
七 と

い
う
の
は
、

一
定
の
上
限
を
越
え
て
、

ラ
ジ
オ
放
送
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ジ
オ
ー
テ
レ
ビ
放
送
の
三
つ
の
活
動
の
一
っ
以
上
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
禁
止
さ

い
わ
ゆ
る
「
四
分
の
二
状
況
」

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
原
則
は
一
定
の
地
域
に
限
定
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
原
則
は
、
逆
に
、

こ
の
よ
う
に
、
今
日
、
技
術
革
新
に
よ
る
情
報
手
段
の
多
様
化
に
伴
い
、
種
々
の
情
報
手
段
相
互
間
の
規
制
も
問
題
と
な
っ
て
き
て
い

(
1
)
 J. 
R
i
v
e
r
o
,
 L
e
s
 libertes publiques, P.U.F., 1
9
7
7
,
 

T. 2
.
,
 
pp. 1
9
2ー

2
1
2
.

(2)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
桂
一
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由

H
」
国
家
学
会
雑
誌
七

0
巻
―
-
．
―
二
号
一
頁
ー
四
三
頁
(
-
九
五
六
年
）
、

特
に
二
五
頁
ー
三
八
頁
を
参
照
。

(
3
)
本
法
は
C
o
d
e
s
et 
L
o
i
s
 
usuels, 
C
o
d
e
s
 d
'
a
u
d
i
e
n
c
e
 ̀

 
Dalloz, 
1
9
7
9
,
 

pp. 5
3
4ー

5
3
9

に
埠
H
載
の
も
の
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
解
説
と
し
て
は

E.

D
e
r
i
e
u
x
,
 L
a
 Joi 
d
u
 2
9
 juillet 1
8
8
1
,
 R• 

D.P. `

 
1
9
8
1
,
 
pp. 1
5
0
1ー

1
5
4
8
.

が
あ
る
。
芙
呈
合
に
よ
れ
ば
、
本
法
は
新
聞
の
自
由
の
原
則
、
具
体
的
に
は
、

る。 テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
事
業
体
に
も
、

無
論
、
適
用
が
あ
る
。

れ
た
。

ヘ
）レ

も
し
そ
れ
ら

そ
こ
で
は
か
か
る
強
制
が
十

7 - 3•4 -595 (香法'88)



こ
の
点
に
つ
い
て
は
樋
口
陽
．
、
前
掲
論
文
お
よ
び
加
藤
典
洋
、
前
掲
解
説
に
詳
し
い
論
述
が
あ
る
の
て
、
参
照
。

J'C. M
a
s
c
l
e
t
,
 0
 p. 
cit., A.].D.A•• 

D
o
c
t
r
i
n
e
,
 1
9
8
4
,
 p. 645. 注
⑧
に
実
体
の
共
干
の
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
テ
バ
ッ
シ
ュ
教
授
に
よ
れ
は
、

ン
グ
ル
ー
プ
は
全
国
紙
で
．

1

．
九
％
、
地
方
紙
で
一
四
％
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。
C
h
•D
e
b
b
a
s
c
h
 et 
G
.
 D
r
o
u
o
t
,
 0
 p. cit•• 

D
a
l
l
o
z
.
 1985. p. 
56. よ
り

．
般
的
に
は
若

F
古
い
か

P.
A
l
b
e
r
t
.
 L
a
 p
r
e
s
s
e
 frarn;aise, 
N
o
t
e
s
 et E
t
u
d
e
s
 D
o
c
u
m
e
n
t
a
i
r
e
s
.
 n
o
s
 4
 72
9
-
4
 730, 1983. pp. 7
1
ふ
6.
を
参
凸
叫

(
9
)
J
'
C
.
 M
a
s
c
l
e
t
.
 op. 
cit 

•• 

A
.
J
.
D
.
A
.
,
 D
o
c
t
r
i
n
e
.
 
1984, 
p. 
652. 

か
か
る
取
得
ま
た
は
譲
渡
い
公
開
に
は
、
正
確
に
は
さ
ら
に

1

．
つ
の
要
件
が
あ
る
。
か
か
る
取
得
等
が
甘
該
事
業
体
の
承
認
に
か
か
り
、
ま
た
↓
ー
該
取
得

者
か
当
該
事
業
体
の
資
本
可
の

．．
 

0
％
以
上
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
て
あ
る
。

な
お
、
透
明
性
の
規
定
の
う
化
に
、
外
国
人
の
取
扱
い
の
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
本
文
で
省
略
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
特
別
な
国
際
的
取
極
り
あ

る
場
合
を
除
き
、
外
国
人
は
新
間
事
業
体
の
資
本
等
の
少
な
く
と
も
：

0
％
以
卜
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
保
有
て
ぎ
な
い
し
、
ま
た
一
．
以

L
り
新
間
巾
笠

体
に
直
接
資
本
参
加
て
ぎ
な
い
。

マ
ス
ク
レ
教
授
は
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
週
間
の
新
聞
を
排
除
し
た
こ
と
は
多
元
性
の
保
持
に
と
り
間
題
て
あ
る
、
と
い
う
。
J-C.
l¥lasclet. 0
 p. cit :
 

(12) 

(11) 

(10) 
国
家
機
関
の
最
小
限
の
関
与
と
事
後
制
裁
を
定
め
る
。

(
4
)
本
法
は

L
a
S
e
m
a
i
n
e
 J
u
r
i
d
i
q
u
e
,
 
T
e
x
t
e
s
,
 N
o
.
 000000 0. 
1944. 
に
掲
載
の
も
の
を
利
用
し
た
。

(
5
)
本
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
個
人
業
と
し
て
の
新
聞
事
薬
を
そ
の
対
象
の
中
心
に
お
い
て
い
た
の
で
、
会
社
グ
ル
ー
プ
や
持
株
会
社
の
実
態
を
と
ら
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
「
↓
人
、

1

紙
L

と
い
っ
た
場
合
、
：
人
が
自
然
人
だ
け
な
の
か
、
法
人
も
含
む
の
か
不
明
確
で
あ
る
と
同
時
に
同
紙
名
で
複
数
U
新

聞
を
併
合
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

J'C.
M
a
s
c
l
e
t
,
 L
a
 loi s
u
r
 les e
n
t
r
e
p
r
i
s
e
s
 d
e
 p
r
e
s
s
e
.
 
A.J• 

D.A•• 

D
o
c
t
r
i
n
e
,
 

1
9
 004, 
p
p
.
6
4
4
-
6
6
5
.
 

xに
p
p
.
6
4
4
-
6
4
5
.
 ま
た
、
ド
ゥ
リ
上
ー
教
授
は
本
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
全
く
十
分
に
は
適
用
も
遵
守
も
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
と
い

•R• 

D.P., 
1
9
 007, 
pp. 3
2
4ー

325.

う。

E
.
D
e
r
i
e
u
x
.
 L
e
 n
o
u
Y
e
a
u
 s
t
a
t
u
t
 d
e
 la 
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
1
0
n
,
 

(
6
)
本
法
は

A
.
J
•
D
.
A
.
,
 L
e
g
i
s
l
a
t
i
o
n
,
 1984, p
p
.
 7
1
0
ー
7
1
2
に
掲
載
の
も
の
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
本
法
の
紹
介
と
し
て
小
早
川
光
郎
「
新
聞
支
肘

0
規
制

日
仏
法
学
（
／
几
八
六
任
）
じ
五
貞
ー
七
八
頁
並
び
に
本
法
の
適
確
な
解
説
お
よ
び
翻
訳
と
し
て
加
藤
典
洋
「
出
版
事
路
適
正
化
法
ー
外
国
い

LILIL̂
．丘

巻
：
．
号
(
-
九
八
八
什
）

．． 

＾
し
ハ
貞
ー
：
：
九
頁
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
解
説
と
し
て
は
、

J'C.
M
a
s
c
l
e
t
.
 o
p
.
 cit.. A.J• 

D
.
A
.
,
 D
o
c
t
r
i
n
e
.
 1
9
8
-
L
 

(
8
)
 

(
7ー）

A.J• 

D
.
A
 :
 D
o
c
t
r
i
n
e
.
 
198--l. 
p. 6~3 

工

ll, 

サ

p
p
.
 6
4
4
-
6
6
5
,
 Ch• 

D
e
b
b
a
s
c
h
 et 
G
.
 D
r
o
u
o
t
,
 L
a
 loi 
d
u
 2
3
 O
c
t
o
b
r
e
 198・1 
et 
la l
i
b
e
r
t
e
 d
e
 la p
r
e
s
s
e
,
 D
a
l
l
o
z
,
 1
9
8
5
,
 p
p
.
 4
9ー
6
4
~
ぷ
参
叩
い
し

二

0
八
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違
反
に
つ
い
て
そ
の
構
成
要
件
が
明
確
で
な
い
と
か
、

こ
の
種
の
申
し
立
て
に
対
し
、

ほ

株
式
の
記
名
性
に
違
反
を
し
た
場
合
に
罰
せ
ら
れ
る
事
実
卜
の
役
員

(
d
i
r
 

八
四
年
法
と
八
六
年
法
の
二
つ
が
憲
法
院
の
違
憲
審
査
に
付
さ
れ
た
。

会
議
員
お
よ
び
元
老
院
議
員
に
よ
っ
て
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
判
決
内
容
を

1

瞥
し
つ
つ
、
次
節
で
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
若
干
の
興
味
あ
る
論
点
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。

一
九
八
四
年

;
Q

月
1

0
.
 1 

1

日
判
決

本
判
決
は
憲
法
院
判
決
の
う
ち
で
も
大
部
な
も
の
の

1

つ
で
あ
る
。
判
決
は
大
き
く
六
つ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
手
続
、
透

明
性
お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
る
強
制
、
多
元
性
、
透
明
性
お
よ
び
多
元
性
の
た
め
の
委
員
会
、
刑
事
制
裁
そ
し
て
そ
の
他
の
諸
規
定
で
あ
る
。

な
お
、
立
法
手
続
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
規
定
に
つ
い
て
の
判
示
部
分
に
は
、
目
新
し
い
も
の
も
な
く
、

ま
ず
、
透
明
性
に
つ
い
て
は
同
院
は
、

そ
の
目
的
が
新
聞
の
自
由
に
対
立
し
た
り
あ
る
い
は
そ
れ
を
制
限
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
自
由
の
有
効
な
行
使
の
強
化
に
資
す
る
と
判
断
す
る
。
具
体
的
な
諸
規
定
に
つ
き
、
第
↓
に
注
目
さ
れ
る
の
は
種
々
の
規
定
が
人
権

宣
言
八
条
の
罪
刑
法
定
玉
義
原
則
の
要
請
で
あ
る
明
確
性
を
欠
く
と
し
て
、
違
憲
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
名
板
貸
し
い

i
g
e
a
n
t
s
)
の
観
念
の
不
明
確
性
お
よ
び
新
聞
事
業
体
の
資
本
等
の
：

0
％
以
上
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
株
式
の
譲

渡
等
の
公
開
に
つ
き
、
直
接
ま
た
は
間
接
と
い
う
文
言
は
不
明
確
で
あ
る
と
か
、

と
ん
ど
「
十
分
明
確
な
方
法
で
定
義
さ
れ
て
い
る
」

で
あ
る
。
同
院
は
、

ま
た
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、

と
し
て
、
合
慮
判
断
を
下
し
た
。
唯

1

、
同
院
は
先
の
最
後
の
例
に
あ
る
公
開
義
務

で
は
ふ
れ
な
い
。

こ
こ

（一）

い
ず
れ
も
一
部
違
憲
の
判
決
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

二、

二
つ
の
憲
法
院
判
決

ま
た
、
同
様
に
、

い
ず
れ
も
六

0
名
以
上
の
国
民
議

――
1
0
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フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関する二判決を中心に一（矢IJ)

る゚
の
場
合
、
誰
が
罰
せ
ら
れ
る
か
不
明
確
で
あ
る
と
し
て
、

よ
れ
ば
、

そ
の
罰
則
規
定
を
違
憲
と
し
た
。

い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
基
づ
く
違
憲
の
主
張
で
あ
る
。
申
し
立
て
に

第
一
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
私
生
活
の
尊
重
へ
の
権
利
、

か
か
る
権
利
の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
取
引

(affaires)
お
よ
び
資
産
の
秘
密
の
権
利
が
あ
る
か
ら
、
新
聞
事
業
体
の
株
式
等

の
二

0
％
以
上
を
保
有
す
る
会
社
の
株
主
等
が
当
該
会
社
の
記
名
の
株
式
薄
を
閲
覧
で
き
る
と
い
う
規
定
お
よ
び
新
聞
事
業
体
の
↓

:o ％
 

以
上
の
資
本
等
を
保
有
す
る
も
の
は
委
員
会
に
よ
る
一
定
の
情
報
請
求
に
応
答
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
規
定
は
違
芯
と

t
張
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
同
院
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
が
い
か
な
る
憲
法
的
価
値
の
原
理
あ
る
い
は
原
則
と
も
祇
触
し
な
い
と
し
、

イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
何
ら
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
違
憲
の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。

か
か
る
判
示
の
意
味
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、

カ
イ
ゼ
ー
ル
教
授
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
事
業
の
自
由
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
一
部
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

(
3
)
 

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
透
明
性
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
規
定
を
同
院
は
合
憲
と
し
た
。

つ
ぎ
に
、
多
元
性
に
関
す
る
判
示
部
分
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
注
目
す
べ
き
判
示
が
少
な
く
な
い
。

人
権
宣
言
一

一
条
の
保
障
す
る
思
想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
達
が
基
本
的
自
由

(Liberte
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
e
)
 

よ
び
一
般
的
・
政
治
的
情
報
を
掲
載
す
る
日
刊
紙
の
多
元
性
の
保
持
が
、

の
判
断
は
そ
の
適
用
の
場
合
を
勘
案
し
て
行
わ
れ
る
、

プ
ラ

そ
の
な
か
で
も
、
特
に
、

で
あ
る
と
い
う
指
摘
お

そ
れ
自
体
、
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
で
あ
る
と
い
う
宣
示

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
本
法
は
、
多
元
性
の
保
持
の
た
め
に
詳
細
な
販
布
部
数
の
制
限
を
設
け
た
が
、
同
院
は
か
か
る
制
限
の
合
憲
性

と
す
る
。
上
限
の
算
定
方
法
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
の
場
合
は
、
上
限
は

当
該
所
有
権
ま
た
は
支
配
権
の
取
得
の
月
の
前
月
以
前
―
ニ
ヶ
月
か
ら
な
る
同
一
の
期
間
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
。
第
二
の
場
合
は
、
本
法

公
布
時
の
現
況
の
規
制
を
め
ざ
す
も
の
で
、
そ
こ
で
は
上
限
は
本
法
公
布
に
先
だ
っ
―
―
一
ヶ
月
か
ら
な
る
同
一
の
期
間
に
お
い
て
な
さ
れ

は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
の
節
で
詳
し
く
み
る
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
他
の
判
示
部
分
を
概
観
す
る
。

．
般
的
に
、

7 - 3•4 -599 (香法'88)



か
か
る
公
的
自
由
に
関
す
る
状
況
の

= 

第
一
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
院
は
い
わ
ゆ
る
留
保
付
き
合
憲
の
手
法
を
使
い
、
適
用
領
域
を
限
定
し
た
。
そ
れ
に
従
う
と
、
将
来
に

わ
た
っ
て
も
、
本
上
限
の
適
用
は
新
た
に
発
刊
さ
れ
た
新
聞
あ
る
い
は
所
有
権
ま
た
は
支
配
権
の
取
得
以
外
の
理
由
に
よ
る
販
布
部
数
の

発
展
の
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
法
適
用
の
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
い
え
よ
う
。

つ
き
重
要
な
革
新
で
あ
る
一
点
だ
け
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
判
決
で
は
じ
め
て
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
が
そ
の
本
文
で
明

示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
本
文
の
二
は
「
上
に
述
べ
た
解
釈
と
い
う
厳
格
な
留
保
の
ド
で
、
本
法
の
他
の
諸
条
項
は
古

法
に
反
し
な
い
」

と
し
た
。
従
来
、
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
そ
の
既
判
力
に
つ
き
議
論
が
あ
っ
た
が
、

(
5
)
 

答
を
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
院
は
違
憲
と
判
断
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
公
的
自
由
に
つ
い
て
公
布
時
の
現
況
を
問
題
と
す
る
場
合
は
次

の
二
つ
の
場
合
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
場
合
と
い
う
の
は
、
現
況
が
違
法
に
獲
得
さ
れ
た
場
合
と
そ
う
す
る
こ
と
が
古
法
的
目

的
の
実
現
の
た
め
に
実
際
上
必
要
な
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
の
場
合
は
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
判
ホ
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
見
解
は
分
か
れ
る
。
現
況
の
変
更
に
つ
い
て
の
立
法
権
限
の
制
限
と
解
す
る
も
の
、
こ
れ
と
近
い
も

の
で
、
現
況
を
将
来
に
わ
た
っ
て
変
更
す
る
と
い
う
即
時
効
原
則
に
対
す
る
制
限
と
す
る
も
の
お
よ
び
法
律
の
不
遡
及
原
則
い
：
適
用
と

解
す
る
も
の
が
あ
る
。
樋
口
教
授
に
よ
れ
ば
、

裁
量
を
限
定
す
る
」
も
の
で
あ
る
。

こ
の
判
示
は
「
『
公
の
自
由
に
関
す
る
現
存
の
状
態
の
変
更
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
立
法

こ
の
点
で
フ
ラ
ン
ク
教
授
の
見
解
が
大
変
興
味
深
い
。
彼
は
こ
こ
で
の
公
的
自
由
に
関
す
る
状
況
は
、
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
刑
法
い

不
遡
及
原
則
と
立
法
的
価
値
を
も
つ
そ
の
他
の
法
の
不
遡
及
原
則
の
間
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

規
制
規
範
の
不
遡
及
原
則
は
、
前
示
二
つ
の
例
外
を
も
つ
が
、
同
院
に
よ
っ
て
憲
法
的
性
格
が
承
認
さ
れ
、

な
お
、

本
判
決
に
は
、

こ
の
他
に
も
多
く
の
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
刑
法
の
そ
れ
と
ほ
と

こ
こ
に
同
院
は
明
確
な
解

こ
こ
で
は
特
に
と
り
あ
げ
な
い
。
し
か
し
、

し
こ

こ
オ
ー
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フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関するこ判決を中心に一（矢Il) 

の
一
定
の
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

と
い
う
主
張
も
斥
り
ぞ
け
ら
れ
た
。

性
の
保
持
の
必
要
性
に
基
づ
き
、
財
産
権
の
い
か
な
る
剥
奪
も
、

い
か
な
る
他
の
行
使
態
様
も
禁
じ
て
い
な
い
と
し
て
、

こ
こ

；
末
に
反
す
る

ま
た
、

か
か
る
制
限
は
多
元

こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
違
布

ん
ど
同
様
に
侵
か
さ
れ
な
い
、

と
、
本
判
ぷ
が
立
法
府
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
く
、

こ
の
判
ぷ
で
い
ま

9

つ
興
味
を
ひ
く
も
の
が
あ
る
。
判
決
は
、
甘
該
規
定
が

も
、
ま
た
既
に
失
わ
れ
た
実
効
的
多
元
性
を
再
構
築
す
る
必
要
性
に
よ
っ
て
も
正
崎
化
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、

で
あ
る
。
」
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
立
法
府
の
正
出
~
化
の
試
み
、
要
す
る
に
、
挙
証
の
努
力
の
な
か
っ
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
よ
う
ド

思
え
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
公
的
自
由
の
現
況
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

は
違
慮
と
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
同
院
が
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

自
主
編
集
原
則
の
違
反
の
場
合
、
委
員
会
は
、

そ
の
正
崎
化
を
立
法
府
が
負
い
、

あ
ろ
う
か
。
「
本
件
に
お
い
て
、
中
臨
法
院
は
こ
の
よ
う
な
状
況
（
違
法
に
獲
得
さ
れ
た
ー
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
ー
）
に
い
か
な
る
言
及
も
な
い

こ
と
を
認
め
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
」

こ
の
上
限
の
確
定
お
よ
び
そ
の
適
用
が
企
業
活
動
の
自
由
に
反
す
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
同
院
は
、

そ
れ
が
な
い
場
合

り
ぞ
け
た
。
同
時
に
、
自
主
編
集
原
則
に
基
づ
く
職
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
な
る
編
集
局
の
創
設
義
務
が
人
権
官
吾
r
-

こ
の
主
張
を
斥

最
後
に
、
本
法
の
一
大
特
色
で
あ
る
透
明
性
お
よ
び
新
聞
の
自
由
の
た
め
の
委
員
会
の
創
設
に
関
わ
る
諸
規
定
に
つ
い
て
み
る
。

で
、
争
わ
れ
た
の
は
委
員
会
の
次
の
よ
う
な
権
限
の
合
憲
性
で
あ
る
。
多
元
性
の
保
持
の
た
め
の
前
示
販
布
部
数
の
上
限
の
蹄
越
お
よ
び

そ
の
違
反
事
実
を
確
認
し
、
関
係
人
に
必
要
な
排
除
措
置
を
命
ず
る
と
と
も
に
そ
の
た
め

か
か
る
措
置
が
期
間
満
了
後
も
不
履
行
の
場
合
は
、

そ
の
事
実
を
確
認
し
、

事
件
の
書
類
を
検
察
庁
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
る
が
、
前
示
確
認
は
税
お
よ
び
郵
便
に
関
す
る
新
聞
事
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
剥
奪
を

口

そ
の

「
こ
れ
ら
の
状
況
の
違
法
性
に
は
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

゜
る
L
 

と
さ

i

こ
の
判
示
の
意
味
は
今
後
の
判
決
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
、

ま
た
そ
こ
に
本
判
ポ
の
重
要
性
も
存
す
る
。

ビ
ア
ン
ヴ
ニ
上
教
授
の
次
の
指
摘
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で

い
か
に
解
し
よ
う
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っ
て
自
由
に
な
さ
れ
る
と
判
．
IJ
す
る
。

ま
ず
、

適
用
範
囲
に
つ
い
て
だ
が
、

慮
法
院
は
、

違
憲
を
宣
し
た
。
な
お
、
こ
の
理
由
の
直
後
に
、
こ
の
権
限
が
人
権
宣
言
一

こ
の
よ
う
な
権
限
に
対
し
、
慮
法
院
は
、
そ
れ
が
人
権
宣
言
―
一
条
が
禁
止
し
て
い
る
事
前
許
可
と
同
視
し
う
る
効
果
を
も
っ
と
認
め
、

一
条
の
意
味
で
の
濫
用
を
排
す
る
た
め
と
仮
定
し
て
も
、
「
そ

の
抑
制
は
行
政
機
関
に
与
え
ら
れ
な
い
」

2
)
 

(
1
 

る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
同
院
は
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
違
憲
の
理
由
と
し
て
、
権
力
分
立
原
則
違
反
も
示
唆
さ
れ
て
い

以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
に
は
今
み
た
委
員
会
の
権
限
お
よ
び
多
元
性
の
た
め
の
販
布
部
数
の
上
限
を
本
法
公
布
時
の
現
況
に
適
用
す

る
規
定
の
違
慮
お
よ
び
そ
れ
と
不
QJ
分
に
関
係
す
る
若

rの
条
項
の
違
慮
が
含
ま
れ
る
。

．
九
八
六
年
七
月
こ
九
日
判
決

本
判
決
は
、
八
四
年
判
決
ほ
ど
大
部
で
は
な
い
が
、
大
別
す
る
と
、
適
用
範
囲
、
財
政
的
透
明
性
、
多
元
性
、
罪
刑
法
定
原
則
、
前
1・

法
の
廃
止
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
規
定
か
ら
な
る
。
本
判
決
は
、

え
ば
甘
然
だ
が
、
本
判
決
は
八
四
年
判
決
の
原
則
を
再
確
認
し
た
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
、
財
政
上
の
透
明
竹
に
つ
き
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
法
は
前
法
よ
り
簡
素
化
、
軽
減
化
を
は
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
同
院
は
、

よ
り
厳
格
で
な
い
新
た
な
諸
規
定
は
そ
れ
自
体
で
違
慮
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
し
、

提
供
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

白
な
過
誤
が
な
い
」

そ
し
て
「
透
明
性
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
態
様
に
つ
い
て
立
法
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判
断
に
は
明

と
判
断
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、

直
ち
に
し
か
も
自
動
的
に
も
た
ら
す
。

そ
の
重
要
部
分
に
つ
い
て
八
四
年
判
決
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
崎
然
と
い

一
般
的
に
、
法
律
の
適
用
範
囲
の
決
定
は
芯
法
を
遵
守
す
る
限
り
で
、
立
法
府
に
よ

ま
た
透
明
性
の
た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
情
報
の

八
四
年
判
決
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
明
白
な
過
誤
」

の
基
準
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が

注
意
を
ひ
く
。
最
後
に
、
多
応
性
の
保
持
に
関
す
る
諸
規
定
の
判
ぷ
を
み
る
。
こ
の
点
で
も
、
本
法
に
は
相
当
の
簡
素
化
が
み
ら
れ
た
が
、

二
―
四

7 -3・4 -602 (香法'88)
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(
l
)
 

自
然
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
卜
限
に
よ
っ
て
対
抗
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
既
存
の
複
数
の
日
刊
紙
の
完

そ
の
結
果
、

R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 decision d
u
 conseil constitutionnel, (~F 

R.D.C.C.. と
略
f

す）

1
9
8
4
.
 
pp. 7
8
-
9
3
.
 

(
2
)
申
し
立
て
書
は

J.O.,
1
9
8
4
.
1
0
.
1
3
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
s
 parlementaires, pp. 3
2
0
6
-
3
2
1
2

に
あ
る
。

(
3
)
 
P. K
a
y
s
e
r
 ̀
 
L
e
 conseil constitutionnel p
r
o
t
e
c
t
e
u
r
 d
u
 secret d
e
 la 
vie p
r
i
v
e
e
 a
 l'egard d
e
s
 lois, M
e
l
a
n
g
e
s
 offerts a
 P. R
a
y
n
a
u
d
,
 

D
a
l
l
 o
z
 ̀

 
1
9
8
5
,
 
pp. 3
2
9ー

3
4
8
,
珪
心
に

pp.343-344~ 

参
品
照
。

(
4
)
リ
ヴ
ェ
ロ
教
授
は
：
．
つ
り
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
類
型
を
学
げ
る
が
、
こ
れ
は
そ
い
う
ち
の
適
用
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ

(directives
d'application)
す
な

わ
ち
適
用
機
関
に
対
し
採
用
す
べ
き
行
動
を
示
す
も
の
に
該
当
し
よ
う
。
ち
な
み
に
、
他
の
二
つ
は
解
釈
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
指
導
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
が

あ
る
。

J.
R
i
v
e
r
o
.
 A
u
t
o
u
r
 d
e
 la 
Joi 
securite et 
liberte 
"Filtre le 
m
o
u
s
t
i
q
u
e
 et 
laisser p
a
s
s
e
r
 le 
c
h
a
m
e
a
u
"
 
A.J• 

D.A., Doctrine, 

1
9
8
1
.
 
p. 2
7
7
・
参
こ
照
。

(
5
)
従
来
、
憲
法
六
二
条
の
判
決
の
効
力
、
す
な
わ
ち
既
判
力

(autorite
d
e
 c
h
o
s
e
 jugee)
が
判
決
本
文
以
外
に
も
認
め
ら
れ
る
か
議
論
が
あ
り
、
そ
の

後
一
九
六
二
年
一
月
一
六
日
判
決
で
、
「
本
文
の
必
要
な
根
拠
」
に
も
既
判
力
は
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
「
本
文
の
必
要
な
根
拠
」
と
は
何
か
に
つ

き
種
々
議
論
が
あ
っ
た
が
、
本
件
で
判
決
本
文
中
に
留
保
を
人
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
議
論
は
一
応
結
着
が
つ
い
た
と
い
え
よ
う
。

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
両
教
授
の
見
解
。

L.
F
a
v
o
r
e
u
 et 
L. Philip, 
L
e
s
 g
r
a
n
d
e
s
 decisions d
u
 conseil constitutionnel. 
(
以
ドG
•
D
·

(
6
)
 

c.c. と
略
す
）

4
e

包．
9

Dalloz. 1
9
8
6
.
 
P. 6
5
7
.
 

定
が
不
卜
分
と
し
て
違
慮
と
さ
れ
、

そ
れ
と
密
接
不
可
分
の
若

rの
条
項
も
違
慮
と
さ
れ
た
。

二
―
五

本
判
決
の
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

特
に
言
及
を
要
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

本
判
決
で
は
多
元
性
の
た
め
の
規

違
心
と
判
ぷ
さ
れ
た
。

全
な
所
有
者
に
な
り
う
る
、

。

ぷ
ノ

しヽ

レJ

し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
新
聞
の
多
元
性
の
保
持
の
態
様
は
実
効
的
性
格
を
も
た
な
く
な
り
、

い
る
場
合
が
あ
る
。

判
決
は
、

買
収
者
と
法
的
に
は
別
個
の
自
然
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、

買
収
者
は
そ
れ
ら
の
権
威
の
下
に
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
依
存
し
て

そ
の
な
か
で
販
布
部
数
の
卜
限
の
遵
守
者
を
も
っ
ぱ
ら
買
収
者
と
し
た
点
が
忍
法
院
の
非
難
を
う
け
た
。
す
な
わ
ち
、
本
規
定
に
よ
れ
ば
、

7 ---3・4 -603 (香法'88)
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的
確
保
が
語
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
に
つ
い
て
、

主
義
的
理
解
」
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
樋
口
教
授
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
適
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
出
版
の
自

由
に
つ
き
、
…
…
国
家
か
ら
の
形
式
的
自
由
で
な
く
、
国
家
に
よ
る
実
質
的
自
由
を
基
準
に
す
え
る
枠
組
を
作
っ
た
こ
と
を
、
意
味
し
た
。
」

こ
う
い
っ
た
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
に
つ
い
て
の
現
代
的
理
解
に
た
ち
つ
つ
、

(
L
i
b
e
r
t
e
 f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
e
)
 

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

す
る
自
由
な
伝
達
」
と
し
て
理
解
し
た
。

．
粂
を
挙
げ
、

ら
権
限
を
有
す
る
立
法
府
が
自
由
な
伝
達
権
並
び
に
話
す
、
書
く
お
よ
び
印
刷
す
る
自
由
権
の
付
使
に
関
す
る
規
律
を
定
め
る
こ
と
を
さ

ま
た
げ
な
い
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
甘
然
な
が
ら
、
新
聞
の
自
由
が
人
権
宣
パ
↓
；
条
の
思
想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
逹
の
．
部
と

を
受
け
と
る
公
衆
が
種
々
の
傾
向
お
よ
び
性
格
を
も
つ
十
分
な
数
の
出
版
物
を
自
由
に
で
き
る
状
態
に
な
け
れ
ば
、
有
効
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
」

↓
条
の
思
想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
達
、
要
す
る
に
表
現
の
自
由
の
現
代
的
な
い
し
複
合
的
側
面
が
認
識

か
か
る
自
由
を
そ
の
受
け
手
の
側
か
ら
把
握
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
基
本
的
自
由
」

そ
し
て
、
こ
の
「
基
本
的
自
由
」

の
基
本
的
た
る
根
拠
は
、
判
決
に
よ
れ
ば
、

二
―
七

一
九
四
」
ハ
年
憲
法
前
文
の
哲
学
か
ら
く
る
「
立
法
者
の
干
与

さ
ら
に
、
同
院
は
か
か
る
自
由
が
「
基
本
的
自
由
」

と
い
う
範
疇
の
承
認
は
一
九
八
四
年
判
決
と
と
も
に
登
場
す
る
。

尊
重
を
確
保
す
る
の
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
―
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

そ
の
行
使
が
他
の
諸
権
利
・
諸
自
由
お
よ
び
国
民
主
権
の

そ
の
根
拠
と
と
も
に
「
基
本
的
自
由
」

か
か
る
自
由
の
実
質

こ
こ
で
は
、
人
権
宣
言

が
里
要
で
あ
る
。

7

／
七
八
几
年
人
権
宣
言

；
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
思
想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
達
は
、
も
し
こ
れ
ら
の
日
刊
紙

注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、

む
し
ろ
、

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

．
九
八
四
年
判
決
に
お
い
て
も
、

こ
の
人
権
宣
言

吋
完
よ
‘

l
"
l
 ま
ず
、

/
条
の
理
解
の
内
容
で
あ
る
。

人
権
宣
再

：
つ
の
判
決
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
る
次
の
判
小

そ
し
て
そ
の
原
則
は
「
…
…
慮
法
一
こ
四
条
の
文
芸
n
か

7 - 3•4 -605 (香法'88)



あ
る
。

無
論
、

七
／
年
判
決
に
は

「
基
本
的
自
由
」

と
い
う
範
疇
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
方
で
、

用
さ
れ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、

八
四
年
お
よ
び
八
六
年
の
判
決
で
は
か
か
る
「
基
本
的
自
由
」

院
の
か
か
る
規
制
に
対
す
る
合
慮
性
審
査
の
方
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
い
ま
少
し
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
の
方
法
に
は
他
0

自
由
の
規
制
に
対
す
る
合
慮
性
の
審
査
方
法
と
比
べ
何
が
し
か
の
相
違
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

一
九
八
四
年
判
決
に
は

1

．
つ
の
注
目
す
べ
き
判
示
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
事
前
許
可
の
禁
止
と
汀
法
権
限
の
行
使

ー
前
述
の
よ
う
に
、
新
聞
事
党
体
か
多
応
性
の
保
持
お
よ
び
自
主
編
集
原
則
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
委
員
会
は
．
定
の
排
除
措
置
を

命
じ
、
そ
れ
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、
崎
該
新
聞
事
業
体
が
受
け
て
い
る
税
じ
お
よ
び
郵
便
上
の
優
遇
措
置
を
剥
奪
で
き
る
規
定
に
つ
き
、

忍
法
院
は
そ
れ
が
事
前
許
nJ
制
と
同
様
の
効
果
を
も
つ
と
し
て
、
違
芯
の
判
断
を
ド
し
た
。
こ
こ
で
は
事
前
許
叶
制
の
禁
止
の
原
則
が
適

こ
の
原
則
は
既
に
過
去
の
詞
院
の
判
決
に
み
ら
れ
た
。
因
法
院
の
人
権
保
障
機
関
化
へ
の
道
を
開
い
た
有
名
な
＾
九
七
／
ヰ

の
結
社
の
自
由
に
関
す
る
判
決
で
は
、
行
政
庁
に
、
受
領
書
の
交
付
に
先
立
ち
、
届
出
を
な
し
た
団
体
の
適
法
性
を
判
断
す
る
権
限
を
t
j

え
ま
た
一
定
の
裁
判
所
の
関
げ
を
認
め
る
規
定
は
事
前
許
可
で
あ
っ
て
違
因
と
さ
れ
た
。
本
判
決
は
明
ら
か
に
こ
の
先
例
に
従
う
も
の
で

他
方
で
、
士
嬰
法
院
は
財
産
権
に
関
す
る
事
前
許
可
制
の
合
古
性
の
審
査
を
行
っ
た
例
が
若
干
み
ら
れ
る
。
農
地
利
用
の
許
可
制
が
間
題

事
前
許
可
の
禁
止

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、

前
示
の
よ
う
に
、
人
権
宣
昇

一
条
の
保
障
す
る
思
想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
達
が
「
基
本
的
自
由
」

口
基
本
的
自
由
と
合
憲
性
判
断
の
方
法

と
い
う
範
疇
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
注
目
に
価
す
る
。

で
あ
る
と
憲
法
院
は
い
う
。

の
規
制
の
合
憲
性
が
ま
さ
に
問
題
と
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
同

二
一
八

7 -3・4 -606 (香法'88)
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り

ー
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9
ー

、

「
基
本
的
自
由
」
に
関
し
、

い
ま
―
つ
注
目
す
べ
き
判
示
が
み
ら
れ
る
。
判
決
は
、

二
―
九

一
般
的
に
、
「
基
本
的
自
由
」
に
つ
い
て
、

「
法
は
そ

い
わ
ゆ
る

と
な
っ
た
：
几
八
四
年
の
事
例
で
、
同
院
は
「
音
然
許
可
の
場
合
が
数
的
に
減
少
し
た
こ
と
、
そ
れ
自
体
で
は
憲
法
に
反
し
な
い
」
と
判

断
し
た
。
ま
た
、
都
市
計
画
法
か
ら
．
定
の
上
地
財
産
の
分
割
を
許
可
制
に
し
た
一
九
八
五
年
の
事
例
で
、
判
決
は
「
財
産
権
を
裁
凰
的

事
前
許
可
制
に
よ
っ
て
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
…
…
本
法
は
若

F
の
財
産
権
の
行
使
の
態
様
に
制
限
を
定
め
る
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う

ま
た
、
事
前
許
可
制
の
禁
止
の
適
用
に
あ
た
っ
て
の
慮
法
院
の
判
断
の
什
方
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
前
示
結
社
の
自
由
お
よ
び
新

聞
の
自
由
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
同
院
は
事
前
許
可
制
を
広
義
に
と
ら
え
、
か
つ
厳
格
に
審
査
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
前
者
で
は
、

事
前
許
可
の
主
体
が
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
司
法
機
関
で
あ
っ
て
も
同
様
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
院
は
「
団
体
の
結
成
は
、

が
無
効
と
さ
れ
る
瑕
疵
を
内
在
し
、
ま
た
は
違
法
な
目
的
を
持
つ
場
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
有
効
性
に
つ
き
行
政
庁
ま
た
は
裁
判
所
の
事

前
の
干
渉
を
う
け
な
い
」
と
判
示
す
る
。
後
者
で
は
、
主
体
よ
り
も
む
し
ろ
そ
こ
で
の
事
前
許
可
が
言
葉
の
国
有
の
意
味
で
の
そ
れ
で
な

(13} 

い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
同
院
は
前
示
の
よ
う
な
「
諸
規
定
全
体
は
事
前
許
pJ
制
の
効
果
と
同
じ
そ
れ
を
有
す
る
」
こ
と

か
ら
、
違
憲
判
断
を
導
い
た
。
こ
こ
に
も
、
事
前
許
可
制
の
広
義
理
解
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
制
度
全
体
を
厳
格
に
勘
案
し
、

事
前
許
可
と
は
言
え
な
く
と
も
、

の
よ
う
な
財
産
権
に
関
す
る
事
前
許
可
の
そ
れ
と
相
当
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
基
本
的
自
由
」
に
関
し
て
は
事
前
許
可
の
絶

対
禁
止
お
よ
び
そ
の
適
用
に
お
い
て
は
厳
格
な
審
査
が
な
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

立
法
権
限
の
制
限

な
い
で
あ
ろ
う
。

許
nJ
制
の
禁
止
が
適
用
な
い
と
は

そ
の
効
果
か
ら
同
視
す
る
と
い
う
厳
格
な
審
査
方
法
が
み
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
審
査
方
法
は
前
ホ

ヽ

4

、
~
、

っ
て
い
な
し
カ

に
、
慮
法
院
は
財
産
権
に
つ
い
て
は
事
前
許
可
制
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
そ
i

判
決
で
も
財
産
権
に
つ
い
て
は
事
前

「
事
前
許
可
の
技
術
か
．
定
の
条
件
の

F
で
認
め
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
は
否
定
で
き

確
か
に
、
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限
が
所
有
権
の
い
か
な
る
刻
府
も
、

こ
の
権
利
の
他
の
行
使
形
態
の
い
か
な
る
禁
止
も
伴
わ
ず
、

か
つ
新
聞
の
多
尼
性
を
保
持
す
る
必
要

の
審
査
に
み
ら
れ
る
。
新
聞
の
自
由
の
事
例
で
は
新
聞
の
自
由
と
財
産
権
の
保
障
の
調
和
が
ま
さ
に
間
わ
れ
た
。
判
決
は
「
こ
れ
ら
の
制

こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
と
思
わ
れ
る
判
ぷ
が
、

同
院
は
、

れ
を
よ
り
有
効
に
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
他
の
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
規
範
ま
た
は
原
理
と
そ
れ
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
の
み
そ
の
行
使

(14) 

を
規
律
し
う
る
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

ま
ず
、
同
院
は
透
明
性
お
よ
び
多
元
性
の
保
持
と
い
う
目
的
が
合
憲
か
否
か
を
審
査
す
る
。
透
明
性
に
つ
い

て
は
、
同
院
は
、
新
聞
事
業
の
実
際
の
支
配
者
、

た
、
多
元
性
に
つ
い
て
は
、
同
院
は
、

つ
ぎ
の

二―

1
0

そ
の
財
政
条
件
等
を
公
開
し
、
読
者
が
真
に
自
由
な
方
法
で
選
択
で
き
、

報
に
つ
き
明
確
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
か
ら
、
透
明
性
と
い
う
目
的
は
新
聞
の
自
由
の
実
効
的
行
使
に
仕
え
る
と
い
う
。

ま

公
衆
が
異
な
っ
た
傾
向
お
よ
び
性
格
を
も
つ
十
分
な
数
の
出
版
物
を
自
由
に
で
き
て
は
じ
め
て
思

想
お
よ
び
意
見
の
自
由
な
伝
達
が
実
効
的
と
な
る
、

と
判
示
し
、
同
時
に
多
元
性
の
保
持
そ
れ
自
体
に
憲
法
的
価
値
を
与
え
た
。
こ
の
よ

う
に
、
士
臨
法
院
は
「
書
か
れ
た
新
聞
の
自
由
に
対
し
立
法
府
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
諸
目
的
の
内
容
を
精
製
」
し
、
目
的
の
合
因
性
を
厳

格
に
審
査
し
、
結
局
、
両
目
的
と
も
合
憲
と
さ
れ
た
。

か
つ
て
、
国
有
化
判
決
に
お
い
て
、
財
産
権
の
制
限
を
も
た
ら
す
国
有
化
目
的
に
つ
い
て
審
青
し
た
。

か
人
権
宣
言

q

七
条
を
軽
視
し
て
財
産
権
を
制
約
し
て
い
な
け
れ
ば
、
「
国
有
化
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
国
有
化
の
必
要
性
に
？
き
立
法
府

の
な
し
た
判
断
は
、
明
白
な
過
誤
の
な
い
場
合
、
本
院
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
国
有
化
の
必

要
性
が
人
権
宣
百
一
七
条
と
の
関
係
で
詳
細
に
審
査
さ
れ
ず
、
形
式
的
な
審
任
に
終
っ
て
い
る
と
思
う
。

そ
こ
で
は
、
国
釘
化

ま
た
「
明
白
な
過
誤
」
と
い
う

立
法
府
の
広
い
裁
斌
を
許
す
基
準
か
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
産
権
に
関
す
る
国
有
化
判
決
と
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
に
関
す
る
前
述
い

八
四
年
判
決
の
目
的
の
審
行
方
法
に
は
、

そ
の
厳
格
性
に
つ
き
、
少
な
か
ら
ざ
る
差
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

「
基
本
的
自
由
」

と
他
の
慮
法
的
価
値
の
規
範
ま
た
は
原
理
と
の
調
和
の
た
め

か
つ
そ
の
情
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こ
の
よ
う
に
「
基
本
的
自
由
」
、

こ
こ
で
は
人
権
宣
言

合
憲
性
の
判
断
に
つ
い
て
の
要
素
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
―
つ
は
「
基
本
的
自
由
」
に
つ
い
て
は
事
前
の
許
可
制
は
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
そ
の
概
念
は
広
義
に
理
解
さ
れ
、
審
査
も
厳
格
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

め
る
目
的
を
限
定
し
、

そ
の
合
慮
性
を
厳
し
く
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
府
の
権
限
を
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ー
と
の
間
に
一
定
の
階
統
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
で
フ
ラ
ン
ク
教
授
は
興
味
あ
る
理
論

(20) 

を
提
示
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
憲
法
院
に
よ
る
合
憲
性
の
審
査
に
は
三
つ
の
類
型
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
最
大
統
制
、
通
常
統
制
そ
し
て
最

小
統
制
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
統
制
に
、
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
、
教
育
の
自
由
そ
し
て
財
産
権
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
大
変
魅
力
的
な
理
論
枠
組
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
ゆ
っ
く
り
と
検
討
す
る
機
会
を
も
ち
た
い
と
思
う
が
、
通
常
統
制
の
枠
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
お
よ
び
憲
法
院
の
判
決
か
ら
こ
こ
ま
で
歓
然
と
類
型
分
け
が
で
き
る
か
に
も
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

そ
こ
に
一
定
の
権
利
・
自
由
の
階
統
性
を
み
る
。
今
日
ま
で
の
憲
法
院
の
判

は
「
基
本
的
自
由
」
と
そ
う
で
な
い
自
由
の
区
分
を
行
い
、

決
か
ら
み
る
限
り
フ
ァ
ボ
ル
ー
教
授
の
理
解
の
ほ
う
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
基
本
的
自
由
」
を
中
心
と
す
る
憲
法
院
の
立
場
は
わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る
「
二
重
の
基
準
」
の
理
論
に
大

以

t
み
て
き
た
よ
う
に
、
憲
法
院
は
、

）

、

舌
f
 

F
 

ー

3
 

'．し

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
条
の
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
と
そ
の
他
の
自
由
ー
一
例
と
し
て
財
産
権
を
考

い
ま
―
つ
は
「
基
本
的
自
由
」

こ
で
は
、
二
つ
の
価
値
の
調
和
の
た
め
に
、
「
基
本
自
由
」
で
あ
る
新
聞
の
自
由
を
財
産
権
に
対
し
相
対
的
に
優
位
せ
し
め
て
い
る
よ
う
に

(19) 

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
院
の
立
場
は
、
か
つ
て
国
有
化
判
決
で
財
呼
権
を
自
由
、
安
全
お
よ
び
圧
制
へ
の
抵
坑
と
同
列
に
お
き
、
そ

の
基
本
的
性
格
を
承
認
し
た
も
の
か
ら
次
第
に
離
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
新
聞
の
自
由
の
事
例
に
お
い
て
、
「
基
本
的
自
由
」
の
範
疇
を
認
め
、

そ
の
規
制
に
対
す
る

口 フ
ァ
ボ
ル
ー
教
授

の
規
制
に
つ
き
立
法
府
の
定

(18) 

そ
れ
ら
の
制
限
は
…
…
一
七
八
九
年
人
権
宣
in::

1

七
条
の
規
定
の
無
視
を
構
成
し
な
い
」

こ
。
う
、A
と
し
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は
ヽ

た
八
四
年
お
よ
び
八
六
年
判
決
で
は
「
多
元
性
の
維
持
と
い
う
目
的
は
、

す
な

こ
れ
に
対
し
、

「
政
治
的
・

1

般
的
情
報
を
掲
載
す
る
日
刊
紙
の
多
元
性
は
そ
れ
自
体
慮
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
で
あ
る
」
と
判
ぷ
し

、
、
、
、
、
、

そ
れ
自
体
、
権
利
宣
言
―
一
条
の
枠
内
で
説
明
さ
れ
る
」
。

(22) 

変
近
い
も
の
に
思
わ
れ
る
。
無
論
、
同
院
の
立
場
は
、
未
だ
、
「
基
本
的
自
由
の
制
度
の
開
始
」
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
不
明
確
な
点
は
多
い
。

の
範
囲
と
か
こ
こ
で
示
し
た
以
外
の
審
査
の
要
素
な
ど
は
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

「
基
本
的
自
由
」

新
聞
に
つ
き
多
元
性
と
い
う
目
的
が
立
法
上
一
九
四
四
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
、

て
き
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
内
容
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
憲
法
院
の
判
決
の
概
略
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。

憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
と
し
て
の
多
元
性
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
憲
法
院
の
判
例
上
、
＿
九
八
四
年
判
決
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。

(23] 

一
九
八
二
年
の
視
聴
覚
伝
達
に
関
す
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
に
お
い
て
、
同
院
は
、
「
社
会
ー
文
化
的
表
現
の
流
れ
の
多
元
的
性
格
の
保
持
」

と
い
う
表
現
で
、

口

そ
の
後
の
法
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ

そ
れ
が
公
的
秩
序
の
維
持
や
他
人
の
権
利
の
尊
重
と
並
び
、
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
で
あ
る
、

は
、
前
示
の
よ
う
な
意
味
の
多
元
性
の
保
持
に
つ
き
詳
し
い
判
示
は
な
く
、

の
原
則
が
多
元
性
の
保
持
等
の
慮
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
と
調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
す
る
。
こ
こ
で

た
だ
、
人
権
宣
言
一
一
条
か
ら
く
る
思
想
等
の
自
由
な
伝
達

と
さ
れ
た
。

こ
の
同
院
の
把
握
は
、
樋
口
教
授
の
表
現
に
従
え
ば
、
多
元
性
の
保
持
は
「
表
現
の
自
由
に
関
す
る
最
も
原
則
的
規
定
で
あ
る
一
七
八

、
、
、
、
、
、
、
、

九
年
人
権
宣
言
―
一
条
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
相
互
対
坑
的
な
も
の
I

『
調
和
』
を
は
か
る
と
し
て
も
、
ひ
と
ま
ず
は
相
圧
対
坑
的
な
も

i24-

の
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
」

わ
ち
、
判
決
に
よ
れ
ば
「
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
的
（
政
治
的
お
よ
び

1

般
的
情
報
を
掲
載
す
る
日
刊
紙
の
多
元
性
ー
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
ー
）

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
一
一
条
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
自
由
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
享
受
者
の
う
ち
に
あ
る
読
者
が
…
…
そ
の
自

由
な
選
択
を
行
使
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
多
元
性
に
つ
い
て
の
憲
法
院
に
よ
る
芯
法
的
理
解
の
変
化
お
よ
び
定
義

口
多
元
性
ー
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
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フランス憲法院判決の進展
一新聞事業の集中排除に関する二判決を中心に一（矢Ll)

(
1
)
 

他
面
、
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
と
は
何
か
と
い
う
点
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
学
説
も
分
か
れ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
教
授
は
、

(28) 

こ
れ
を
憲
法
的
に
保
護
さ
れ
た
権
利
行
使
を
導
く
一
般
的
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
。
ア
ブ
リ
ル
・
ジ
イ
ケ
ル
両
教
授
は
、
こ
れ
は
プ
ロ

(29)

（

30) 

グ
ラ
ム
的
性
格
を
有
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
エ
テ
ィ
ア
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
合
憲
性
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
豊
か
に
す
る
新
範
疇
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
見
解
の
相
異
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
ま
た
明
確
で
は
な
い
。

か
か
る
目
的
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
と
し
て
も
、
立
法
府
が
か
か
る
目
的
を
遵
守
す
る
こ
と
、

容
が
、
結
局
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
院
が
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
目
的
を
ど
の
よ
う
に
展

と
し
て
、

開
し
て
い
く
の
か
。
例
え
ば
、

こ
の
種
の
目
的
が
、
合
憲
性
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
漸
次
増
加
し
て
い
く
の
か
。
も
し
増
加
す
る

そ
れ
は
「
基
本
的
自
由
」
と
の
関
係
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
か
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
七
月
二
七
日
判
決
、

R.D.C.C..
1
9
8
2
,
 
p
p
.
 4

8
-
5
1
.
 

さ
れ
た
。

他
方
で
、
憲
法
院
に
よ
る
目
的
の
審
査
を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
立
法
府
の
目
的
設
定
の
裁
植
を
制
限
す
る
と
い
う
効
果
を
も
っ
と
思
わ

れ
る
。
実
際
、

八
六
年
判
決
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
同
法
の
新
聞
の
多
元
性
保
持
の
態
様
が
有
効
な
性
格
を
も
た
な
い
と
し
て
、
違
忠
と

こ
の
よ
う
な
多
元
性
と
い
う
目
的
を
人
権
宣
言

1

条
の
枠
内
へ
取
り
込
む
こ
と
は
、

は
、
前
示
引
用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
樋
口
教
授
に
よ
っ
て
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
変
化
は
、

は
「
基
本
的
自
由
」

そ
し
て
か
か
る
目
的
の
創
設
お
よ
び
内

~ 

1

方
で
、
目
的
い
慮
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
前
述
の
目
的
の
審
査
に
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
、
「
基
本
的
自
由
」
と
他
の
憲
法
的
価
値
の
規
範
ま
た
は
原
理
と
の

調
和
と
い
う
目
的
か
ら
「
基
本
的
自
由
」
を
よ
り
有
効
に
す
る
目
的
へ
の
変
遷
と
対
応
す
る
。
要
す
る
に
、
多
元
性
の
保
持
と
い
う
目
的

で
あ
る
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
を
よ
り
有
効
に
す
る
目
的
の
一
っ
で
あ
る
。
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る
目
的
と
し
て
の
多
元
性
な
ど
主
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
示
新
聞
事
業
に
関
す
る
判
決
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

手
段
の
相
異
が
相
当
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
視
聴
覚
伝
達
手
段
に
固
有
の
技
術
的
拘
束
」
、
「
情
報
の
公
正
さ
」

あ
る
い
は
「
重
大
な
影
饗
力
」
な
ど
の
表
現
に
そ
れ
が
み
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
新
聞
事
業
の
問
題
と
は
若
干
異
な
っ
た
側
面
を
も
つ
よ

う
に
思
え
る
。
別
に
詳
し
く
論
ず
る
機
会
を
も
ち
た
い
と
思
う
。

(
l
)
 
J
.
O
 

•. 

1
9
8
6
.
 
9
.
 
1
9
.
 
p.p. 1
1
2
9
4
-
1
1
3
0
1
.
 

は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
人
権
宣
言

化
な
ど
が
争
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
当
然
な
が
ら
、
人
権
宣
言
―
一
条
の
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
、
「
基
本
的
自
由
」
と
い
う
範
疇

一
条
の
思
想
等
の
自
由
な
伝
達
の
把
握
の
仕
方
お
よ
び
そ
れ
と
の
関
連
で
の
憲
法
的
価
値
を
有
す

し
か
し
、
伝
達

一六
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